
2E03 知的財産権 の財産価値評価の 提案 

0 松田昌幸 ( テクノカルチャ 一 ) 

1 ン 価の要 

(1)  特許係数 (2) 特許権 利弄花期間中における 当該特許を実施する 技品 ( 以後特 
許実施 勉品 と称する ) の販売高予想 ( 億円 ) : (A) 特許を実托する 可他杜 のあ る全な 

品 ( 以後金 築品ヒ 称する ) 売上予想、 (B) 特許を実施した 娃 品の占有 牟 (%) ( 以後特許実 

施 技品 占有 牢ヒ 称する ) (3) 任帝 利益 手 (%) (4) 緩帯利益に対する 特許寄与 卒 

(%) 

Ⅱ : 特許権 の財産価位評価 式 

特許 権 評価 頼 = (1) 特許係数 X (2) (A) 特許実施 菓 品の販売予想 (B) 特許 簗品 占 

有 串 X  (3) 任宙 利益 キ X  (4) 特許 守キ牢 

Ⅲ : 各評価 委 の 出 

1  特許係数   出の   価 項目 

操作性向上 : 1.2 かなり向上、 1,1 向上、 1.0 特に無し、 0.7 若干劣る、 0 ． 2 かなり劣る 

性能向上 : 1.2 かなり向上， 1.1 向上、 1.0 特に無し、 0 ． 7 若干劣る、 0 ． 2 かなり劣る 

コスト仏ぬⅡ． 2 かなり 仏濱 、 1.14 も 浅 する、 1.0 特に交わらず、 0 ． 7 者 千 コストキ 、 

0.2 かなりコスト あ 

同等特許 ( 類似、 回達 ) : 1.1 無し、 1.0 現時点不明、 0.6 有り 

代番技術の有無 : 1.1 無し、 1.0 現時点不明、 0 ． 8 有り 

他簗 品への応用 尭囲 : 1.2 非常に広 い 、 1,1 広 い 、 1.0 発明対象 築品 のみ 

簗 品への 寄 キ皮 : 1.3 非常に大きい、 1 ユ 大きい、 1,0  キ近在 庚 、 0 ・ 5 少ない 

市 援の成長性 :  1.3 非常に大きい・ 幼年期、 1,1 大きい・少年期、 1.0 千キ 期 

0 ． 7 成熟期、 0 ． 2 表 迫期 

侵害発見の容易性 : 1.3 外見、 1.2 使用、 分解その他の 子 段 、 1 ユ分析、 リバーサルエンジ 

ニアリンバ、 0.4% かしい 0.1 可能 柱 無し 

特許権 確立の可能性 :1.1  非常に大 1.0 可能性あ り 0 ・ 8 % 抹 して可能 0.4 かなり 

滞棺 

特許実施有効期間 :1.3  15 年以上 1.1  10 年以上 1.0  10 ～ 5 年 0 ． 3  5 千以下   

2  特許実施 見 品の販売高予想 ( 億円 ) 

特許 実 3% 巣 品の販売高を 千 刻 するため、 先ず 全粟温 ・の販売高を づづ 則する必要・々。 あ る。 

今回は一定期間における 金袋耳の牛田平均伸 び 牢を想定してお 出した。 

各年度の全 築 品の販売予想に 特許実施 簗 品の各年度の 占有 キを 乗じ、 それらの構 わ をす 

るこヒ によって待たⅠ 
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3  任 甘利益 牢 (%) 
特許実施 捷品 の 栓 甘利益牢は各年度に ょ 0% 勒 するが、 特許を実施し 始めた初期どま 産 

体制が整 い 販売主が大き ( なった時期とではかなり 差があ る。 

仝回は初期ど 女巫 期 に予想される 任官利益 キ どの平均を用いた。 

4  挺利益に対する 特許の   与牢 (%) ( 以後特許   年卒 ど 称する   
(1) 利益姉分 詫 
利益姉分説は 、 仝紫の利益は 企業の営業力・ 資本力・特許 権 (/ ウ ・ハウを必要 

どするもの ) の手合体であ りこの 三 要素が利益のそれぞれ 3 分のⅠを稼いで かる 

ヒ するものであ る。 

(2) 利益四分説 
利益四分法 説は、 仝業の利益は 組 繊 ・資本・労働 ( 仝 業 努力 ) . 技術の集合体の 四 

要素で利益のそれぞれ 4 分工を 擦い るどするものであ る。 

阿 
本件事例は研究開発の 資金調達のため 評価を依頼された 例であ る。 

評価の対象 : 

(1) 特許第 3 3082 66 号、 その他外国 5 カ国で特許が 成立している。 

これらは光ファイバ 一のコネク ク の投法に関する 基本 ヒ 考えられているものでる。 

1  特許係数 

1.0 [ 操作性向上 ].1.0 [ 性能向上 ].1.2 [ コスト低減 1. 1,1 [ 同等特許 ].1.1 [ 八 

柱技術の有無 ]. 1.0 [ 他簗 品への応用花 圃 ]. 1.3 1 某 品への 手 キ皮 1. 1.3 [ 市 

号の成長性 ]. 0 ・ 4 [ 侵害発見の容易性 ] 

=0.98   
2  特許実施 某 品の販売高予想 ( 億円 ) 

(A) 全製品販売高予想の 初期販売高は 過剰生産により 女低 ・ 俺 志のケースとなった 

2004 年度のぬ販売高を 仝回の評価に 適用した。 市場成長 キは 2005 年以降 

Ⅰ 0 年間、 土 担 ユ王 エで 一律に成長するもの ヒ した。 

2004 年度におけるフェルール (20 億円 ) 及 び光 コネク ク (5C@ 億円 ) の販売 

高の合計を採って 70 億円どし、 各年度の全 興品 販売予想 ( 図一Ⅰ ) を算出した。 

(B) 全築品 販売に占める 特許実施 築品の Ⅰ 0 年後における 占有 牢を 全裂果 の 3 
0% を ヒし、 更に特許実施製品の 各年度 毎 占有 手 は 5 字 曲線 ( 図一 2) に従 うヒし 
た。 

特許実施 某 品の販売高予想は 各年度の (A) x (B) の ぬ 和であ る。 

(A) (B) 二 2 29. 928 億円 ( 東一丁 ) ( 図一 3) 

年度                   10 合計 ( 億円 ) 
早成長年 Ⅰ． 075 f.155 f.242 Ⅰ． 335 Ⅰ． 4356 Ⅰ． 5433 Ⅰ． 659 Ⅰ． 7834 Ⅰ． 9 Ⅰ 72 2.061 

全投品 販売予を ( 億円 ) 75.25@ 80.85@ 86.94@ 93.45@ 100.48@ 108.03@ 116.13@ 124.38@ 134.2@ 144.27 
特許実施 袋 足占有 宰 (%) 0 ． 0 Ⅰ 0.02 0.05 0LOg 0 ．Ⅰ 7 0 ． 2 Ⅰ 0.25 0.28 0.29 0 ・ 3 
特許実施 捜品 の 爪 売高予想 ( 佐 f  0 ． 75  ],5  4.35  8.4  ]7.08  22.76  29.03  34.83  38.918  43.28  229.928 

泰一 1 
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3 任 利益 (%) 
当初は設備投資、 歩留り不安定な ビ の理由から 25%M 程度であ るが、 5 年 以 洋生産 
コストが下がり 35% 以上が期待され、 Ⅰ 0 キ問を平均して 雙匹 が妥当であ るとし 

た @O 

4  特許 寄キキ (%) 
水芋 何 は、 省力化を大前提とする 本件特許であ るから、 企業利益の要素は、 労働 

の 要素は大きな 要素ではないため 営業力・資本 方 ・特許権 の三要素で企業利益を 

稼いでいるどし、 知的財産権 つまり本件特許の 貢 挨牢は 、 まさにこの 怪 甘利益の 

三分の一であ るどする。 従って水芋 側 では利益姉分詫の 考え オ を採用した。 

評価額 = 特許係数・特許実施 臭 品の販売予想・ 任帝 利益 率 ・特許 守キ卒 

二 0.98 ( 特許係数 ) X229.928 ( 特許実施 簗 品の販売予想・ 特許実施 簗 烏占有 キ ) 

X30%  ( 経常利益 牢 ) X30%  ( 特許寄与 牢 ) 回 
捜 
本件 苧 例は特許権 を所有する中小仝業から 特許 権 を買い上げ、 ベンチャー仝 業 

を 典したりどの 依頼により当該仝業が 所有する特許の 評価を行ったものであ る。 

拝 価の対象     

(1) 特許第 3 0 0 ， 6 8 2 1 号 (2) 特頂千 8 一 3 4 0 2 4 7 

その他 5 件の特許出城中のものがあ る。 

これらは携帯電話の 位 五 検出に関するかなり 基本 ヒ 考えられているものでる。 

1  特許係数 

1.1 [ 操作性向上 ].1.1 ( 性能向上 ].1.0 [ コスト低減 ]. 0.6 [ 同等特許 ].0.6 [ 代 

桂 技術の有無 ] . 1,0 U 他築 品への応用範囲 ] . 1.3 1 簗 品への寄与度 ] . 1.3 [ 市 

榛の成長性 ] . 1,2 [ 侵害発見の容易性 1.0.6 [ 特許権 確立の可能性 ] .0.3 M 特許 

実花有効期間 ] 
二 0 ．Ⅰ 6   

2  特許実施 簗 品の販売高予想 ( 億円 ) 

初期販売高を 2000 年度から 2007 年度までのセンサ 一の販売予想を 圭一 2 

の花別後利益の 終合計により 算出して 81.53 億円を た。 

4  特許 キキキ (%) 
木 事例は、 販売に相当な 工夫 ヒ 努力が要求され 人員を割 ( 必要があ るどころから、 

組桟 ・資本・労働 ( 仝 業 努力 ) . 技術の利益四分詫を 採用し 25% とした。 

評価額 亡 特許係数・特許実施 臭 品の販売予想・ 特許 寄キ牢 

=0.16 ( 特許係数 ) X81.53 ( 特許実施 温 品の販売 あ 予想 ) X25%  ( 特許寄与 牟 )   
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臣 特許実施 授品 の 拒売臆 予想 ( 億円 ) 
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(2000 年 )  (2001 年 )  t2002 年 )  (2003 年 ) (2004 年 )  (2006 年 )  (2006 年 )  (2007 年 ) 

(4  月期 ) (4  月期 )  (4  月期 )  (4  月期 )  (4 月期 )  (4  月期 )  (4  月期 )  (4  月期 ) 

149  3.546  4,841  8,356  13,870  8,880  5,902  3,732 

82@ 1,832@ 2.554@ 4,533@ 7,712@ 4,752@ 3.185@ 2,025 

67@ 1,714@ 2,287@ 3,823@ 6,158@ 4,128@ 2,717@ 1,707 

52 346 374 415 415 415 350 300 

20 170 170 170 170 150  Ⅰ 20 90 

-5@ 1.198@ 1,743@ 3.238@ 5.573@ 3,563@ 2,247@ 1,317 

  490 713  1,324  2,279  1.457 919 539 

一 5 708  1,030  1,914  3,294  2,106  1,328 778 

表一 2 
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